
平成２９年度 淀川区自立支援協議会 第５回 子ども支援部会 

 

日時平成２９年１１月１０日(金)１０：００～１２：００ 

場所淀川区役所５F ５０４会議室 

出席者    相談支援事業所；楠(あい・すまいる淀川) 大崎(わかくさ) 

         小泉(えんじょい) 

 児童発達・放課後デイ；市原(an) 中川(リアン) 室山(わくわく)  

               荒谷(キッズスクールピース) 中村(いんくるーじょん) 

本居(ハッピーテラス) 徳田(ファミリア)       

森本(ぽこぽ) 坂口(コンパス)            

川久保(リバーサポートセンター)  

三浦 (はんばーぐ)  

         小濱(ばうむくうへん) 長瀬(COLOR 西淀川) 

広沢(わくのび Kids) 奥(淡路こども園)       

酒井・岡本(WELFER 西淀川) 

子育てプラザ；飛田 

淀川区役所子育て支援室；樽井 野間口（すまいる・すてっぷ） 

 

内容 

① １１月１７日(金)淀川区地域自立支援協議会研修会について 

１１月１７日に淀川区役所５階特設会場にて、「地域で暮らす～あたりまえな生活をめ

ざして～」と題して、淀川区地域自立支援協議会研修会が開催される。今回は計画相談

支援に関する紹介もする予定 

② 新参加事業所さんご挨拶 児童発達、放デイ事業所、淀川社協、相談支援事業所からの 

連絡・報告 

・COLORS 西淀川…個別の作業訓練に関してはまだ空きがある。言語訓練や理学療法の

分野は定員がいっぱいの状態である 

・わくのび Kids…現在放課後等デイ事業を申請中。見学や体験による受け入れは可能。

現在、職員内に、理学療法士などといった専門職がいないため、重度

の心身障がいを抱える利用者をどのように受け入れていけばいいか考

えている。 

 ・ピース…受け入れていくばかりではなく、他の専門に特化した事業所・施設に紹介

していくことも視野に入れていく必要がある 

・いんくるーじょん…先月は東淀川区の行事に参加。最近は、中学生の利用者の性の問

題について悩んでいる 

・はんばーぐ…最近見学や問い合わせが多い。見学後、来ない場合は連絡がないことが



多いと感じる。相談支援員が付いていない状態の利用者も多い。不登校や

ひきこもり、重度の心身障がいを抱えている利用者が対象のため、軽度の

障がいを抱えている利用者からの問い合わせはお断りし、他の施設を紹介

している 

・リバーサポートセンター…学習支援を専門にしている。今年度は中学３年生３人が受

験をすることになっている。また、進学を考えていない中学

生３年生がひとりおり、今後の支援は放課後等デイサービス

しかないと考えられる 

・ファミリア…１０月は元浜公園へ外出する予定だったが、天候不良だったため、舞洲

スポーツセンターへ出かけた。ボルタリングが新設され、それに楽しむ利

用者も多かった。また、ハロウィンでは仮面を付けるなどといった仮装を

楽しんだ。今月はクッキングや元浜公園への外出を予定している。また、

今月までに４、５人ほど見学があった 

・淡路こども園…毎週水曜日に親子参加でことばの教室を実施している。ことばの教室

は幼稚園や保育園と併用ができないが、その情報があまり他施設で浸透

していないため、紹介の際には気をつけてもらいたい。また、このよう

な理由のため通園や他施設へ移行した際、フォローアップを気にされる

保護者も多い。このような保護者については、グループ相談を実施して

おり、その活動内にて、就学における相談、質問、支援について情報を

提供するようにしている 

・ぽこぽ…親子でできる行事について。最近親の参加率が高く、父親も参加したいとの

問い合わせもあった。父親が参加したことで、その後自主的に父親同士の親睦

会を開催したこともあった。また、日々の活動や様子について詳しく連絡帳に

記載するのは職員にとって負担になるので、毎月、利用者の様子を報告するた

めに、茶話会を実施している。 

     大阪府が発表した保護者向けアンケートにて、地域の交流についての記載が

あった。地域の交流を実施しているか、また、目標や計画書についてはどのよ

うにしているか 

 ・リアン…各地域によって担当が異なるが、各地域毎に地域活動協議会が設置されて

おり、中には NPO が主導になっている地域も存在する。リアンの場合は、年

に２回実施される祭りや音楽祭など、施設のそばにある三津屋商店街の行事

には参加するようにしている 

・コンパス…年末年始は１２月２５、２７日の２日にわたって舞洲スポーツセンターへ

外出をする予定。他にも調理実習や正月の初もうでを予定している。 

      就労支援に関する問い合わせが増えている。中には、個別支援を希望して

いる保護者もいる 



 ・あい・すまいる…支援学校が就労支援に関する資料・リストを所持している。見学

の際は学校を欠席してもよいこともある 

 ・はんばーぐ…複数の施設が体験を実施している。また、相談の際には親へのフォロ

ーの必要性もある 

・ハッピーテラス…１０月は近隣の英会話教室の講師を招いて、１時間英会話レッスン

を実施した。内容は英語の歌やあいさつで、いずれも利用者にとって

好評だった。なお、連絡帳については、プログラムの内容や目的につ

いてのみ記載し、毎月、月の振り返りと称して、利用者の様子を伝え

るようにしている 

・ばうむくうへん…最近は地域の学校へ周知にまわっていることが多い。その中で、教

職員より、子どもに手帳が付きにくい、認知したくないなどといった

理由から、事業所や通級を利用したくないという話を聞くことが多い。

また、児童発達支援・放課後等デイサービスの仕組みや制度自体を知

らない教職員も多いため、サービス利用の手引を作成している 

・an…利用を希望する際には、大阪市より利用登録の申請の必要がある。また、Passo

では、小学 4 年生～高校３年生を対象に来年度の募集を開始する。 

   利用者が睡眠障がいを抱えていたり、服薬している薬の作用の影響から、利用時

に利用者がほとんど眠った状態になってしまい、活動できる状態ではなかった。こ

の場合、どのように対処していけばいいか 

 ・リアン…前日までにキャンセルの連絡があれば、そのままキャンセルとして処理を

する。前日までに連絡がなかった場合は、欠席加算の対象となるが、その際

は保護者と話し合い、状況に応じて対応するようにしている 

・わくわく…エルム大阪に訪問研修を依頼した。臨床心理士が来所し、１時間利用者の

様子を観察、後日フォローバックをしてもらった。また、これからの季節は

ノロウィルスやインフルエンザなどといった感染症予防について考慮してい

く必要があると思う。 

      １０月２２日に博愛社主催のフェスティバルが開催予定だったが、天候不

良のため中止となった。今月は１１月１８日に「困った子どもは困っている

子ども」と題して学習会を開催予定 

・路交館…１０月末に大阪市から保護者向けアンケートの掲載があった 

・淀川区役所…ピアカウンセリングを実施している。１１、１２月はほぼ毎週実施して

おり、まだ空きがある状態 

・リアン…たいようと共催で秋まつりを実施し、大盛況だった。 

     今月、１１月２１、２２日と東淀川支援学校にて祭りがあり、もし事業所が

参加するなら、各学年の保護者から学校へ連絡をしてもらう必要がある。 

     以前、区社協より十三中学校にて福祉教育を実施する際、ボランティアを募



集していたが、間に合ったとのこと。 

     西淀川支援学校より、送迎の際の案内が発表されている。 

     台風への対応について。暴風警報が発令された際は、７時までに発令された

場合は待機、１３時までに解除されれば開所としているが、他施設ではどのよ

うに対応しているか 

 ・ぽこぽ…暴風警報が発令された際には、保護者に開所、利用しても大丈夫か確認を

取るようにしている 

・ピース…地域との関わりについて。都島区での活動だが、区役所内のギャラリーにて

１年に２回、利用者の作品を掲示し、その際に来所者や通行人と交流をするよ

うにしている 

・あい・すまいる…セルフプランを作成し、サービスを利用している利用者が多いよう

に感じる。また計画相談に関する講演会を実施するため、計画相談も考

慮してほしい 

次回開催日；平成３０年１月１２日(金)１０：００～１２：００ 

場所；淀川区役所５F ５０４会議室 


